
カーボンニュートラルへの取組み
大和証券グループ カーボンニュートラル宣言

大和証券グループは、カーボンニュートラル社会の早期の実現に向け、世界が直面
している最も深刻な問題のひとつである気候変動への対応の重要性・緊急性を認識し、
気候変動対策への中長期的な貢献を果たすために、「大和証券グループ カーボン
ニュートラル宣言」を策定しています。
本宣言にもとづき、①2030年度までの自社の温室効果ガス（GHG）排出量

（Scope1・2）ネットゼロおよび②2050年までの投融資ポートフォリオのGHG排出
量等（Scope3）ネットゼロの達成を目指しています。また、③金融ビジネスを通じた
脱炭素社会へのスムーズな移行の支援として、お客様の脱炭素化に向けた取組み
や脱炭素社会実現に貢献する新技術への支援などにも引き続き取り組みます。

大和証券グループ カーボンニュートラル宣言の詳細については、下記のウェブサイトをご参照ください。
https://www.daiwa-grp.jp/sustainability/environment/policy.html

自社のGHG排出量ネットゼロに向けた取組み

自社のGHG排出量（Scope1・2）ネットゼロについては、重点方針「自社の環境
負荷低減」に沿って推進します。具体的な取組みとしては、省エネ活動の継続およ
び使用電力の再エネ化などを進めていきます。
省エネ活動については、現状、各施設における省エネ技術／システムの導入やエネ
ルギー利用の効率化などを行っています。今後もこれらについて継続的に実施して
いきます。
また、再エネの導入については、2021年4月より本社ビル（グラントウキョウノース
タワー）に入居するすべてのグループ会社において、トラッキング付非化石証書を
活用することで再エネ化しています。さらに、2024年1月には大和証券の、また同年
4月には大和総研の国内全拠点を再エネへ切り替えました。国内拠点においては2025年
度の中間目標を設定し、GXリーグに提出しています（Scope1：416t、Scope2：55t）。
今後は海外拠点の再エネへの切り替えを促進するとともに、自助努力により削減
が困難な部分については、カーボン・クレジットなどの活用について検討を進め
ることで、2025年度の中間目標の達成および2030年度までのScope1・2ネット

ゼロ達成を目指します。なお、当社はオフィスなどに導入する再エネの電力メニューを
選定する際に、GHG排出量の削減効果だけではなく、内部炭素価格を活用する
ことでその判断材料にしています。具体的には、Jクレジット価格をもとに算定した
将来想定される費用と、再エネ導入による追加費用の比較を行っています。算定に
あたっては、電力会社から取得した、再エネ導入により想定されるGHG削減量に
関するデータを用いています。今後は価格設定の見直しなども検討し、引き続き再
エネ導入による追加コストの妥当性判断に内部炭素価格を活用していく予定です。

自社のGHG排出量（Scope1・2）の推移

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2030（年度）

実質ゼロ2,725  t-CO2e

GHG排出量データの対象範囲および算定方法などについては、下記のウェブサイトをご参照ください。
https://www.daiwa-grp.jp/sustainability/data/pdf/daiwa_sustainability_data_2025.pdf 

（注）1  自社のGHG排出量（国内＋海外）は、従業員ベースで約93%の拠点について集計
 2 2024年度実績についてはマーケット基準で表示

これまでの取組み例
  エネルギー利用の効率化 

 設備の切り替え（空調、照明のLED化） 
  オペレーションの見直しなど

  トラッキング付非化石証書の活用などによる再エネへの切り替え 
  大和証券（2024年1月～）・大和総研（2024年4月～）の国内全拠
点の使用電力を再エネへ切り替え

今後の取組み例
  エネルギー利用の効率化を継続的
に実施
  海外拠点などへの再エネの導入を
検討

  カーボンオフセットの活用 
  Jクレジットなど、カーボン 
クレジットの購入
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カーボンニュートラルへの取組み

投融資ポートフォリオのGHG排出量等ネットゼロに向けた取組み

当社グループは、カーボンニュートラル宣言において掲げる、2050年までの投融
資ポートフォリオのGHG排出量等（Scope3）ネットゼロに向けた具体的な道筋を
明確化するため、当社グループの投融資ポートフォリオ排出量において最も大きな
割合を占める電力セクターのうち、プロジェクトファイナンスに関する2030年度まで
の中間目標を設定しています。

2023年度実績値の計測
2023年度の実績は、従前に比べて対象範囲を拡大させ、高排出セクターに限定
しない形で計測を行いました。また、投融資先のScope1・2に加えてScope3も計測
しました。

中間目標に向けた進捗
2023年度実績は、投融資先の発電効率の向上および再エネ投融資の進捗を受け、2022

年度実績＊より減少しました。
＊ 2022年度実績は379 g-CO2e/kWh

単位 
t-CO2e Scope1・2 Scope3上場株式 

REIT含む
非上場株式 

REIT含む 社債 プロジェクト 
ファイナンス

電力（発電） 56,675 0 166,683 397,634 620,993 175,009

運輸（航空） 40,091 – – – 40,091 8,642

（海運） 429 – – – 429 536

（陸運） 105 0 0 – 105 42

金属、鉱業＊1 1,984 14,426 – – 16,410 14,332

化学品 239 2,507 0 – 2,746 4,746

不動産 1,204 397 10 – 1,611 2,924

自動車製造 37 – 656 – 692 13,149

包装食品、肉 532 – – – 532 898

紙、林産物 332 – – – 332 293

石油・ガス 267 – 0 – 267 678

資本財＊2 152 – 0 – 152 18,030

石炭 57 – – – 57 27

鉄鋼 45 – 0 – 45 35

アルミニウム 24 – – – 24 85

農業 22 – – – 22 11

建材 11 – – – 11 2

飲料 3 – 0 – 3 19

セメント – – – – – –

その他 3,426 45 183 – 3,654 24,003

合計 105,638 17,374 167,532 397,634 688,178 263,461

計測範囲
›  セクター：全セクター
›  アセットクラス：上場株式（REIT含む）、非上場株式（REIT含む）、社債、商業用不動産、 
コーポレートローン、プロジェクトファイナンス

（注）1 対象は、大和証券グループ本社の出資先、AM部門の運用先（自己保有分。ファンド経由の非上場株式除く）、
大和ネクスト銀行の運用先　2 商業用不動産、コーポレートローンは該当なし。　3 一部、PCAFのデータベースにも
とづく推計値を使用（但し、同データベースにおいても参照できない対象は除外）

サステナビリティ開示基準（ISSB基準・SSBJ基準）を参考とした気候関連開示（旧TCFD開示）については、 
下記ウェブサイトをご参照ください。
https://www.daiwa-grp.jp/sustainability/environment/tcfd.html

TNFDフレームワークを参考とした自然資本・生物多様性への対応については、下記ウェブサイトをご参照ください。
https://www.daiwa-grp.jp/sustainability/environment/tnfd.html

電力セクターのプロジェクトファイナンスに関するGHG排出量（対象はScope1）

2023年度実績

2023年度実績値＊
総排出量 387,431 t-CO2e

排出原単位（発電量当たり）243 g-CO2e/kWh

PCAFスコア 平均 2.73

対象がない場合はハイフンを、端数処理で切り捨てとなる場合は0を表示　＊1鉄鋼・アルミニウム以外　＊2建物など

＊ 一部推計値を含め計算 

2030年度中間目標値
指標 排出原単位（g-CO2e/kWh）
目標値 186～255 g-CO2e/kWh

参照シナリオ IEA NZE・APS
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人的資本

インフラ整備ウェルビーイング ダイバーシティ&
インクルージョン

エンゲージメントサーベイ
で社員の状況を把握高付加価値

人財育成

適財適所の
人財ポートフォリオ

公正な
評価・処遇

人財価値
向上

企業価値
向上

エンゲージメント
向上

ポテンシャル
人材採用

人事担当メッセージ

大和証券グループ本社 
執行役員
企画副担当 兼 人事担当  
兼 最高健康責任者（CHO）
兼 法務担当  
兼 サステナビリティ副担当

川島 博政

大和証券グループの競争力の源泉は人材にあり、企業
理念のひとつに「人材の重視」を掲げています。「社員一人
ひとりの創造性を重視し、チャレンジ精神溢れる自由闊達
な社風を育み、社員の能力・貢献を正しく評価する」、この
理念にもとづいた人材戦略と人的資本投資を通じて、
パフォーマンスを高めたい、組織に貢献したい、という
思いを持つ社員がモチベーション高く、情熱を持って
仕事に取り組める環境を目指しています。今後もグルー
プ経営基本方針に定める「お客様の資産価値最大化」に
向けた貢献と、当社グループの持続的な企業価値向上
の実現につながる人材戦略を推進していきます。

人的資本経営に対する考え方
当社グループでは、人事戦略を経営戦略の一環と位置付け、競争力の強化に向け

て社員一人ひとりが多様性・専門性を発揮し、成長や働きがいを感じられる組織を目
指しています。「採用」、「育成」、「人財ポートフォリオ」、「評価・処遇」の進化・深化に
より、社員のエンゲージメントを高め、人的資本が創出する付加価値を最大限に引き出
していくことで、企業の持続的な成長と中長期的な企業価値向上につなげていきます。

ポテンシャル人材の「採用」
「採用」は当社グループの持続的な成長や企業価値向上に与える影響が大きいため、
経営戦略上極めて重要な施策と捉えています。高いポテンシャルを持つ人材の発掘・
採用をすべく、グループ各社が工夫を凝らして、それぞれの特性に応じた採用活動を
実施しています。大和証券の新卒採用（通年）においては、応募者が作成した「自分史」
をもとに、本人の価値観・行動に影響を与えた経験などを共有・把握したうえで、

現場の部室店長など、複数の目で採用対象者を選出していくことで、入社後、本人のキャ
リアパスに沿ったポテンシャルの伸長へとつなげています。応募者は、自ら話を聞きた
い社員をさまざまな部門・部署から選択して面談することができる「ジョブサポーター
制度」を導入しています。各部門で働く社員の考えや職場の雰囲気、キャリアパスにつ
いて理解を深めることができ、ミスマッチの減少に寄与しています。また、実践的かつ
細分化・専門化したインターンシップや、入社時の所属部門を特定できる部門別採用
の実施、高度な専門性をビジネスで活かすことができる人材を評価する人事制度
「エキスパート・コース」の導入などにより、高いポテンシャルを有する人材の採用強化
へとつなげています。さらに、多様な知識・経験を有するキャリア人材の採用も積極的
に進めており、2024年度は新卒を含む年間採用人数764名のうち37.3%をキャリア
採用で迎え入れています。採用者の多様性を包摂しながら、当社グループに定着し
活躍できる環境を整備するためのオンボーディング施策として、入社式やメンター制度、
キャリア入社社員との交流チャネルの整備、経営幹部との懇親会などを実施しています。
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